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９月２６日、５年生は「いのち」についての  

学習を進めました。今回の講師は、母子支援室 

「まごころ」の助産師の先生です。 

先生からは、まず胎児の成長についてのお話が

ありました。最初は「針の穴の大きさ」から自分

の「いのち」が始まったこと。母親の子宮内の羊

水（赤ちゃんのプール）の中で１０か月の月日を

数えて大きく成長すること。そして、今の自分は、

１１年もの間、家族みんなの愛情を受けて育まれ

た姿であること。その後、間もなく出産を控えたお母さんの赤ちゃんの心音を聴きました。子どもたち

は、小さな「いのち」のスタートと、力強いその成長ぶりにとても驚いていました。 

次は、出産模擬体験です。子宮の中に入った子どもが顔を出し、やがて体全部が出てきます。よく見

ると、へそにひものようなものが付いています。「へその緒」です。そこで、その子の両親に登場しても

らい、お二人でこのへその緒を切っていただきました。「へそ」は、母親と胎児が結ばれていた証である

ことを、子どもたちは実感することができました。 

最後に、先祖代々から受け継がれてきた「いのち」について、先生からお話がありました。 

◯ 産まれるとき、お母さんもがんばったが、一番がんばったのは自分であったこと 

◯ 家族やみんなから祝福されて待ち望まれて産まれてきたこと 

◯ 先祖代々引き継がれた「いのち」であること 

◯ 生きているだけで１００点満点であること 

子どもたちはこの学びを通して、一人一人の「いのち」の大切さを改めて感じ取ることができました。

保護者の皆様におかれましては、お忙しいところ多数ご参加いただきありがとうございました。 

 

「しんけんに取り組む学校」 

私は、いのちの授業を受けて改めて命の大切さが分かりました。赤ちゃんの心音が力強くとてもびっく

りしました。１０か月間、お母さんのお腹の中で大切に守られていることも分かりました。だから、私は

これから産まれてくる赤ちゃんの面倒をみんなで協力して、少しでもお母さんを助けてあげたいです。 

（５年   さん） 

親子で命について学べる貴重な時間をありがとうございました。私は残忍なニュースを見るたびに、母

親として日頃から子どもたちに対して、命の大切さなど、話したり教えたりしてきました。今回、授業に

協力できるとあって、改めて家族で考えるいい機会にもなり、命の大切さや家族や周りの人のありがたさ

など、子どもたちなりに理解してくれてよかったと思いました。親として、学年関係なくもっと命につい

て学ぶ時間が増えてほしいと思いました。ありがとうございました。   （保護者 様） 



８日は、「いのちの教育 パート２」でした。事前にお願いしておいたお家の方からの子どもたちへの

手紙を、担任の先生と養護の先生が朗読しました。小さいころの写真がスライドショーで映され、小田

和正の「たしかなこと」がＢＧＭで流れています。「あなたが産まれてきたとき、みんなのお家の人が思

ったこと」、「今の名前をつけた理由」を聞いた子どもたちの目には、うっすらと涙が浮かんでいました。

そして、参観してくださった８名の保護者の方々の目にも、涙があふれていました。 

 

１０月１０日付 

福島民報より 

児童会運営委員会による

「関東・東北豪雨義援金」

にかかわる募金活動の取

組が、このたび福島民報

に掲載されました。 

＜あなたが産まれてきたとき…＞  ご協力いただきありがと 

＜あなたの名前はね…＞      うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

＜放射線量のお知らせ＞  １０月１６日現在における放射線量（地表５０ｃｍ、単位μＳｖ／ｈ） 

① 校庭（中央）    ０．１５        ② 教室（２階１年教室）０．０８ 

③ モニタリングポスト ０．１３（地表１ｍ）   

１９日 月 全校合唱練習 

２０日 火 外国語 フッ化物洗口 清潔検査 史跡巡り6年 授業研究5年⑤ 食育１年④ 

２１日 水 クラブ活動 ノーメディアデー ＰＴＡ文化委員会18:30～ ＳＣ14:30～ 

２２日 木  

２３日 金  

「しんけんに取り組む学校」 

「十七字のふれあい」作品紹介（３年生） 

・「花火はね 色がいっぱい きれいだな」   ・「夏休み あついくてたいへんだ 夏休み」 

・「ママ見てて しっかり舞台 舞う扇子」   ・「見ているよ 感動涙 にじんでる」 

・「クロールを 泳げるように がんばるぞ」  ・「お兄ちゃん  私に泳ぎ 教えてね」 

・「砂浜で お城づくりが 楽しいな」     ・「海が好き 笑顔連発 父に似る」 

・「いとこらと 夏の思い出 まくら投げ」   ・「はしゃぐ孫 やさしく叱り 目を細め」 

・「波乗りは 失敗すると しょっぱいぞ」   ・「光る波 子供と遊ぶ 熱い砂」 

・「妹の 遊び相手は 一仕事」        ・「ありがとう 兄の姿は 父こえる」 

・「暑い夏 キラキラ光る 水しぶき」     ・「笑みこぼれ プールあがりの かき氷」 

 

秋の夜長、家族全員で「読書タイム」などはいかがでしょうか！
ノーメディアデーについて、よろしくお願いします 

  
 


